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代表質問（要旨）

退職医もアイ・ドクター制度に登録へ
整備が進む圏央道（境ＩＣから猿島岩井ＩＣ区間はこの秋に
用地測量が予定されている）

ドクターヘリの活動の様子

 

議
員
（
民
主
）　

茨
城
空
港
、
常
陸
那

珂
港
の
需
要
開
拓
は
最
優
先
事
項
で
あ

り
、
こ
れ
に
従
事
す
る
職
員
が
当
事
者

意
識
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
人
事

体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

知
事　
「
庁
内
公
募
」
等
に
よ
り
意
欲

と
適
性
の
あ
る
職
員
を
配
置
し
、
業
務

の
継
続
性
確
保
の
た
め
に
長
く
従
事
さ

せ
、
実
績
を
あ
げ
た
場
合
は
高
く
評
価

し
て
、
責
任
と
意
欲
を
持
っ
て
仕
事
に

取
り
組
め
る
よ
う
な
人
事
配
置
に
努
め

て
い
く
。

議
員　

県
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
エ
コ
事
業
所
登
録
制
度
を
実
施
中
だ

が
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
、
中
小
事
業
者

に
も
取
得
し
や
す
い
簡
易
な
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
配
慮
契
約
法
成

立
を
受
け
て
、
本
腰
を
入
れ
て
公
用
車

を
低
公
害
車
に
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
ど
う
進
め
る
か
。

知
事　

今
後
、
現
行
制
度
に
加
え
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
な
ど
を
参
考
に
よ
り
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
し
た
シ
ス
テ
ム
を
併
用
し
た
簡
易

型
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が

で
き
る
か
ど
う
か
検
討
す
る
。
公
用

車
等
か
ら
の
環
境
負
荷
低
減
に
つ
い
て

は
、
現
在
国
が
基
本
方
針
を
策
定
中
で

あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
県
の
方
針
を
作

っ
た
上
で
低
公
害
車
へ
の
更
新
を
進
め

る
。
な
お
、
知
事
公
用
車
に
つ
い
て
は

次
回
更
新
時
に
は
、
低
公
害
車
の
採
用

を
検
討
し
た
い
。

議
員　

医
師
不
足
は
全
国
的
に
深
刻
で

あ
る
。
他
の
都
道
府
県
も
危
機
感
を
持

っ
て
確
保
対
策
を
し
て
い
る
中
で
同
じ

事
を
し
て
い
て
も
集
ま
ら
な
い
。
退
職

医
の
人
材

バ
ン
ク
を

創
る
な
ど

新
し
い
施

策
を
果
敢

に
打
ち
出

す
べ
き
と

考
え
る
が
。

知
事　

後

期
研
修
医

奨
励
金
な

ど
全
国
に
先
駆
け
た
施
策
を
実
施
し
て

お
り
、
研
修
医
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
徐
々
に
効
果
が
出
て
い
る
と

考
え
る
。
退
職
医
の
活
用
は
大
切
な
視

点
で
あ
り
、
今
後
は
退
職
予
定
医
師
に

も
ア
イ
・
ド
ク
タ
ー
制
度
へ
の
登
録
を

働
き
か
け
て
い
く
。

 

（
ほ
か
に
、
道
路
の
安
全
性
確
保
、
交

番
・
駐
在
所
の
再
編
な
ど
も
質
問
）  

議
員
（
自
県
ク
）　

真
に
県
民
の
声
が

反
映
さ
れ
た
県
政
実
現
の
た
め
に
は
、

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
が
必
要
だ
。
こ

れ
ま
で
の
広
報
広
聴
活
動
に
つ
い
て
の

成
果
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ま
た
、

今
後
ど
の
よ
う
に
充
実
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

知
事  

広
報
広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、

県
政
世
論
調
査
の
結
果
な
ど
か
ら
一
定

の
成
果
を
上
げ
て
き
た
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
提
案
の
対
話
集
会
の
休
日

開
催
な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
コ
ン
ビ
ニ
に
提
案
用
カ
ー
ド
や
広

報
誌
を
配
置
す
る
な
ど
、
広
報
広
聴
活

動
の
さ
ら
な
る
充
実
強
化
に
努
め
る
。

議
員  

圏
央
道
の
整
備
は
、
企
業
誘
致

推
進
の
た
め
に
も
必
要
だ
。
ま
た
、
県

西
地
域
住
民
の
悲
願
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
隣
接
区
間
は
用
地
買
収
が
進
ん
で

い
る
の
に
、（
仮
）
境
Ｉ
Ｃ
か
ら
（
仮
）

猿
島
岩
井
Ｉ
Ｃ
ま
で
は
、  

未
だ
に
用
地

買
収
も
始
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
の
区
間

を
含
め
た
圏
央
道
の
整
備
見
通
し
は
。

知
事  

（
仮
）
境
Ｉ
Ｃ
か
ら
（
仮
）
猿
島

岩
井
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区
間
は
、
道
路
設
計

が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年
秋
に
用

地
幅
杭
設
置
や
用
地
測
量
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
今
後
、
着
実
な
整
備
促
進
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
地
元
関
係
市
町
村
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
国
等
へ
働
き
か

け
て
い
く
。

議
員　

医
師
不
足
の
中
で
も
よ
り
深

刻
な
の
は
、
小
児
科
と
産
婦

人
科
の
医
師
不
足
で
あ
る
が
、

県
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
は
、

小
児
科
医
と
産
婦
人
科
医
不

足
の
解
決
を
主
眼
と
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
当
面
の

緊
急
避
難
的
な
対
応
も
含
め
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

当
面
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
各
医
療
機
関
か
ら
医

師
確
保
の
相
談
が
あ
っ
た
場

合
に
、
県
関
係
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
活
用
し
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
中

期
的
な
対
応
と
し
て
は
、
研
修

医
に
奨
励
金
を
支
給
し
た
り
、

研
修
医
を
受
け
入
れ
た
病
院
に
、
指
導

経
費
な
ど
を
助
成
し
て
い
く
。

 

（
ほ
か
に
、
工
業
団
地
の
販
売
力
強
化

や
児
童
生
徒
の
心
の
問
題
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
公
明
）　

が
ん
対
策
に
お

け
る
放
射
線
治
療
や
化
学
療
法

は
、
外
科
的
治
療
が
で
き
な
い

場
合
の
二
次
的
治
療
等
と
の
誤

解
が
あ
る
。
県
立
中
央
病
院
で

の
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
増
設
は
評
価

す
る
が
、
専
門
医
の
確
保
が
課

題
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た

が
ん
対
策
の
推
進
を
伺
う
。

知
事　

放
射
線
治
療
等
の
専
門

医
な
ど
の
確
保
の
た
め
、
人
件

費
等
の
補
助
制
度
を
創
設
し
た

ほ
か
、
県
立
医
療
大
学
に
医
学

物
理
士
養
成
コ
ー
ス
を
開
設
し

た
。
医
療
従
事
者
の
理
解
促
進
、

県
民
へ
の
情
報
提
供
を
進
め
る

と
と
も
に
、
第
二
次
茨
城
県
総

合
が
ん
対
策
推
進
計
画
に
具
体

的
推
進
方
策
を
盛
り
込
む
。

議
員　

高
度
な
救
命
を
担
う
三
次
救
急

医
療
体
制
の
整
備
は
県
政
の
最
優
先
課

題
だ
が
、
医
療
機
関
は
県
南
部
に
偏
在

し
て
い
る
。
水
戸
済
生
会
総
合
病
院
及

び
日
立
総
合
病
院
に
お
け
る
整
備
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
医
療
機
関
の

偏
在
や
医
師
不
足
、
原
子
力
防
災
や
地

震
等
の
対
応
策
と
し
て
県
央
地
域
で
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
早
期
配
備
と
そ
の
拠
点

病
院
整
備
を
図
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

知
事　

水
戸
済
生
会
総
合
病
院
は
、
地

域
救
命
セ
ン
タ
ー
と
し
て
昨
年
度
に
医

療
機
器
等
を
整
備
し
た
。
日
立
総
合
病

院
で
は
、
現
在
関
係
者
と
用
地
問
題
等
、

調
整
を
進
め
て
お
り
、
早
期
整
備
着
手

に
向
け
支
援
し
て
い
く
。
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
配
備
は
、
経
費
等
の
課
題
は
あ
る

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
検
討
す
る
。

議
員　

農
業
の
再
生
の
た
め
、
県
は
農

業
分
野
の
構
造
改
革
を
進
め
る
牽
引
力

と
な
る
必
要
が
あ
る
が
、
農
家
へ
の
説

明
不
足
、
不
安
解
消
策
の
不
足
が
目
立

つ
。
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
導
入

の
現
状
と
評
価
、
今
後
の
農
業
活
性
化

策
を
伺
う
。

知
事  

麦
・
大
豆
は
、
ほ
ぼ
目
標
ど
お

り
の
面
積
だ
が
、
米
は
緒
に
就
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
農
地
の
利
用
集
積
を
進

め
る
。
制
度
の
理
解
を
進
め
、
小
規
模

農
家
に
不
安
や
誤
解
が
な
い
よ
う
努
め

る
。
農
業
活
性
化
に
向
け
、
集
落
営
農

の
組
織
化
の
ほ
か
、
認
定
農
業
者
や
新

規
就
農
者
の
育
成
等
を
推
進
す
る
。

 

（
ほ
か
に
、
核
廃
絶
の
基
本
認
識
、
格

差
是
正
な
ど
も
質
問
）

事
業
所
の
地
球
温
暖
化
対
策
は

簡
易
型
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
を
検
討

県
民
の
声
が
反
映
さ
れ
た
県
政
実
現
の
た
め
に
は

コ
ン
ビ
ニ
に

提
案
用
カ
ー
ド
な
ど
を
配
置

県
央
地
域
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
配
備
は

で
き
る
だ
け
早
期
に
検
討


